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はじめに 
 
 本稿は、植民地時代初期のメキシコにおける西洋文化の導入の歴史的文脈
を扱うものである。具体的には、イソップ寓話が先住民語（ナワトル語1)）
に翻訳されるに至った歴史的・社会的背景をまとめると同時に、ナワトル語
訳『イソップ寓話』の概要を紹介し、今後の研究に向けた問題点の整理を行
う。 
 スペイン人によるアステカ征服とその後の植民地化・キリスト教化の過程
については、膨大な研究の蓄積がある。とはいえ、この歴史的文脈において、
イソップ寓話がナワトル語に翻訳されたことはあまり知られていない。後述
するように、ナワトル語訳『イソップ寓話』は、19 世紀末に最初に出版され
たが、管見の及ぶ限り、これを専門的に扱った研究はほとんど存在しない。 
今後、ナワトル語訳『イソップ寓話』の内容に関して詳細な分析が必要と
なるであろう。しかし、現時点での研究状況に鑑み、本稿では、その歴史的・
社会的背景を明らかにするとともに、ナワトル語訳『イソップ寓話』の概要
をまとめ、今後の研究の可能性を提示することを目標としたい。 
 
1. 「アステカ王国」 
 
 アメリカ大陸の「古代」文明は、1492 年のクリストバル・コロン（英語名
クリストファー・コロンブス）の航海を嚆矢とするヨーロッパ人による「発
見」まで、旧大陸の影響を受けることなく独自の発展を遂げた。とりわけ高
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度な文明発展が見られたのは、北米南部から中米にかけてのメソアメリカ、
および南米大陸の西側に位置するアンデスの両文明圏であった（図 1）。 
 メソアメリカでは、前 2500～前 2000 年頃にトウモロコシ農耕を基本とす
る定住社会が形成され始め、前 1200 年頃にはオルメカ文明が興った。以降、
メソアメリカでは、サポテカ、テオティワカン、マヤ、トルテカ、ミシュテ
カなど様々な文化が 3000 年近くに亘って興亡を繰り返した。 
 
 
図 1： メソアメリカとアンデス 
 
ヨーロッパ人が到来した 16 世紀前半には、「アステカ王国（アステカ帝国）」
がメキシコ盆地を中心に広域の支配を確立していた。この王国は、唯一の王
もしくは皇帝を頂くという厳密な意味での「王国」や「帝国」ではなく、そ
れぞれ王（トラトアニ）を有するメキシコ盆地内の 3 つの都市国家を中心と
した支配体制であった。テノチティトラン、テツココ（現テスココ）、トラコ
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パン（現タクバ）という三都市による同盟（エシュカン・トラトロヤン excan 
tlatoloyan2)）の支配は、15 世紀初頭のメキシコ盆地における覇権都市アスカ
ポツァルコを打倒するために形成され、15 世紀中に盆地外部に急速に勢力を
拡大した3)。その勢力が及んだ地域は広範で、東西にはメキシコ湾岸から太
平洋岸まで、南東に向けてはショコノチコ（ソコヌスコ）地方にまで広がっ
ていた（図 2）。形式上、三都市による支配体制はスペイン人によって征服さ
れるまで続いたが、当初はテノチティトランとテツココが中心的役割を果た
し、時代が進むにつれてテノチティトランのメシーカ人が力を伸ばした。彼
らが勢力を広げた各地での支配の実態は、しばしば貢納による従属という形
であり、ローカルなレベルでの支配者がそのまま存在し続け、貢納品を定期
的に納めるだけの町や村も多く存在した。 
 
 
図 2： 「アステカ王国」の版図 
 
「アステカ王国」の支配の中心であるメキシコ盆地には、ナワトル語を話
すナワ人4) が主に居住していた。しかし、支配が及ぶ遠隔地も視野に入れる
と、「アステカ王国」は多民族・多言語であったと言える。これら地域におけ
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る先住民言語の多様性は、現代のメキシコにおいて 68 の先住民言語が話され
続けているという事実からも窺い知ることができる5)。 
 この地域にヨーロッパ人の支配が及んだのは、1521 年以降のことであった。
1518 年 11 月にキューバ島を出港したエルナン・コルテス率いる約 500 名の
スペイン人は、1519 年 4 月、メキシコ湾岸のベラクルスに上陸し、そのおよ
そ半年後には、内陸部にあるテノチティトランへの入城を果たした。入城後、
スペイン人一行はトラトアニであったモテクソマ・ショコヨトル（モクテス
マ 2 世）を軟禁したものの、コルテス不在中に指揮を任されたペドロ・デ・
アルバラードがメシーカ人の神聖な儀礼を急襲する。この際の虐殺に端を発
するメシーカ人の激しい抵抗によって、1520 年 6 月にはいったん退却を余儀
なくされるが、コルテス軍は近隣の多くの先住民集団を味方につけて軍勢を
立て直し、約 3 カ月の包囲戦の末、三都市同盟の主導権を握っていたテノチ
ティトランを 1521 年 8 月に陥落させた。 
この戦争の終結後、周辺の他の先住民もしばしば自発的に新たな支配者に
従属の意思を示し、支配に従わない地域に対してスペイン人は積極的に征
服・「平定」の戦争を続けた。 
例えば、メキシコ西部のミチョアカン地方では、タラスコ人（プレペチャ
人）が、メシーカ人の侵略に屈することなく、独自の支配（ミチョアカンも
しくはタラスコ王国）を維持していた。その王（カソンシ）だったスアング
アはスペイン人よりも先に到達した天然痘によって死亡したが、後継者争い
の末に後を継いだツィンツィチャ･タンガショアン（タンガショアン 2 世）は、
1522 年、コルテスによって派遣されたクリストバル・デ・オリー一行を受け
入れ、さらに 1524 年にはメキシコ市のコルテスを訪問してスペイン支配を承
認した。 
他方、北部（メソアメリカの北限およびそのさらに北側）では、「平定」に
時間がかかった。これらの地域には「チチメカ人」と総称された諸集団（グ
アマール人、グアチチル人、パム人、サカテコ人、カスカン人、オトミー人
など）が居住していたが、彼らの中にはメソアメリカ的要素の強い農耕民も
いれば、オアシスアメリカやアリドアメリカ6) 的な文化要素をもった非定住
民も含まれていた。この「チチメカ地方」では、1550 年からおよそ半世紀に
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亘って「チチメカ戦争」と呼ばれる戦いが繰り広げられたが、これもまたス
ペイン人の武力による征服活動の一環であった。 
 こうして、メソアメリカおよびそれを取り巻く北米・中米一帯は、ヌエバ・
エスパーニャ副王領として約 3 世紀間の植民地時代を経験することになった。
スペイン人が征服戦争を行い、支配を拡大していった動機は多様であり、貴
金属など富の探求の一方で、キリスト教布教という重要な目的意識が存在し
たことも無視できない。それゆえ、次にメキシコにおけるカトリック布教の
経緯を見ておきたい。 
 
2. メキシコにおけるカトリック布教 
 
 スペイン人がアメリカ各地で行った征服戦争には、しばしば司祭が従軍し
ていた。メキシコを征服したコルテス一行にもバルトロメー・デ・オルメド
（Bartolomé de Olmedo）というメルセス会士が従軍したことがよく知られて
いる。この人物は、アメリカ大陸で最初にミサを執り行い、テノチティトラ
ンの王だったモテクソマ・ショコヨトルにキリスト教の教えを説いた（ただ
しモテクソマは改宗する前に死亡したとされる）ほか、初期に多くのインディ
オの改宗を進めた7)。 
スペイン人征服者の動機のうち、金銀など富の獲得と同時に、カトリック
布教は大きな関心事であり、スペイン側による征服の正当化の大義名分でも
あった。そのため、スペイン人によるアメリカ征服は、軍事的征服であると
同時に精神的征服（「魂の征服」）を目指したものでもあったとも言える8)。 
 メキシコでは、1521 年のアステカ征服後、わずか数年で組織的なカトリッ
ク伝道が開始された。まず、1523 年には、フアン・デ・アオラ（Juan de Aora）、
フアン・デ・テクト（Juan de Tecto）、ペドロ・デ・ガンテ（Pedro de Gante）
の西語名で知られるフランドル出身の 3 名のフランシスコ会士がメキシコに
到来した。前二者は、到着後まもなくコルテス率いるイブエラス（現在のホ
ンジュラス）遠征に赴いたが、ガンテはメキシコ中央部でのキリスト教布教
に先鞭をつけ、テスココ（テツココ）の町に最初の学院
コレヒオ
を開設して先住民貴
族の子弟にアルファベットの読み書きや教理の初歩を教えた（図 3）9)。 
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 翌 1524 年には、「十二使徒
ロ ス ・ ド セ
」の名で知られるフランシスコ会の伝道団がメ
キシコの地に派遣され、組織的な布教活動が本格化する。同年 5 月、サン・
フアン・デ・ウルーア（ベラクルス）の港に降り立った 12 人の中には、初期
の布教活動で重要な役割を担ったマルティン・デ・バレンシア（Martín de 
Valencia）や、モトリニアの通称で知られるトリビオ・デ・ベナベンテ（Toribio 
de Benavente o Motolinía）の姿があった（図 4）10)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
他の修道会もこれに続いた。最初のドミニコ会士が到来したのは 1526 年 7
月と考えられ、この伝道団もまた 12 名から成っていた。アウグスティヌス会
から最初に派遣されたのは 7 名で、この一行は 1533 年にメキシコに到着して
いる11)。また、日本や中国などアジアでの活動や南米でのミッション創設で
知られるイエズス会も、1572 年からヌエバ・エスパーニャにおける布教活動
を開始させた。 
 スペイン植民地時代当初、フランシスコ会は先住民貴族の子息の教育に特
に力を入れた。上述の通り、1523 年にはアメリカ大陸で最初となる学院
コレヒオ
が、
ガンテによってテスココに創設された。さらに十二使徒が到着した翌 1524
年には、トラテロルコにサンタ・クルス学院が開かれ、キリスト教教育を行
図 3： ガンテが創設したテスココの学院 図 4： フランシスコ会の 
十二使徒の到着 
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うとともに、ナワトル語・ラテン語・スペイン語を自在に操る「三言語習得
者」と呼ばれる先住民子弟を多く輩出した。 
 とはいえ、スペイン語と先住民語の両方を理解するのは、ごく一部の先住
民エリートに限られていた。実際の布教の場面で、宣教師たちが直面した大
きな障害の一つは言語の問題である。 
 16 世紀半ばに開始され、17 世紀初頭に大規模に実施された集住化（コング
レガシオン）政策では、各地の村落が再編され、教会を中心に据えた区画に
先住民はまとまって居住することになった。スペイン王室の政策により、
スペイン人居住域
レプブリカ・デ・エスパニョーレス
とインディオ居住域
レプブリカ・デ・インディオス
が区分され、先住民村落に住むイン
ディオは、スペイン人との接触が限定された。先住民語しか解されない場所
で教会や修道院の巡回もしくは滞在に当たったヨーロッパ人修道士にとって、
布教に用いる言語の習得は欠かせないものであった。 
 
  
 
 
 
図 5： オルモス『メシコ語文法』の
最初のページ 
図 6： カローキ『メシコ語文法』の
表紙 
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既に述べたように、メソアメリカの言語はきわめて多様であった。しかし、
布教活動の上では、最初に征服したアステカ王国の言語（ナワトル語）の研
究に特に力が注がれた。いくつかの主要な文法書や語彙集などを思い出すだ
けでも、ナワトル語に注いだ努力が窺い知れる。フランシスコ会士としては、
アンドレス・デ・オルモスの『メシコ語文法』（1547 年脱稿、図 5）やアロン
ソ・デ・モリーナの『メシコ語・カスティーリャ語、カスティーリャ語・メ
シコ語語彙集』（1555 年に前半、1571 年に後半含む全編が出版）、イエズス会
士では、オラシオ・カローキの『メシコ語文法』（1645 年出版、図 6）などが
特によく知られている12)。ナワトル語は、メキシコ市のイエズス会の学院（サ
ン・ペドロ・イ・サン・パブロ学院）や、王立大学（メキシコ大学）のよう
なスペイン人向けの教育機関で講じられた。こうした中で、アルファベット
を用いたナワトル語の表記法も確立されていった13)。 
こうしてカトリック布教に携わるヨーロッパ人が先住民言語の習得や研究
に注いだ努力と同時に、メソアメリカの人々の側にもアルファベット文字を
受け入れ、これらを利用する素地があったことを忘れてはならない。 
 征服以前のメソアメリカでは、いわゆる絵文字を使用した文書や書物が用
いられていた。古典期マヤにおいては、複雑な文を表すことができるレベル
の文字が発達したが、メキシコ中央高原に関しては、マヤとはやや異なって
いた。アステカの場合、絵文字は、地名や人名などの名詞、行為（例えば「征
服した」など）、数字（貢納品の数や暦の計算）などを表記するもので、その
中には表意文字もあれば、同時に表音文字として使われるものもあった。つ
まり、スペイン人が到来した時点のメソアメリカ社会は、一般に根拠なく言
われるような「無文字社会」ではなく、「絵文書（códice）」・「地図（mapa）」・
「絵巻（tira）」などと現代研究者から呼ばれている各種文書をふんだんに有
する社会であった。 
 絵文書および絵文字の伝統は征服後しばらく存在し続けるものの、その使
用は減少していった。植民地時代初期には、「悪魔の書」とのレッテルを貼ら
れた絵文書の破壊が進められたが、その一方でアルファベットが受容され始
め、先住民の間でヨーロッパから伝来した新たな文字の使用が普及していっ
た。植民地時代中期になると、中心地の旧エリートのみならず、先住民村落
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レベルでもアルファベット表記の先住民語（とりわけナワトル語）が一般化
し、西洋的な意味での様々な文書が作成されるようになった。先住民言語で
記された遺言書、先住民村落の成立や土地境界について述べた権原証書、土
地などの売買契約書といった膨大な文書の存在がその証左である14)。このこ
とは、スペイン支配が強固になるにつれてただ単にアルファベット使用が強
制されたことを示すだけでなく、そもそも「文字文化」あるいは書物や文書
に頼った社会がメソアメリカ地域に存在しており、そこに住む人々が新たな
環境に適応しやすかったことも示している。 
数多く存在する先住民語のうち、ナワトル語は、「アステカ王国」における
リンガ・フランカであったが、スペイン植民地時代に入っても、広い範囲の
先住民の間で主要言語として認知され続けた。上述の通り、キリスト教布教
を行った修道士たちが最初に研究した言語もナワトル語であったし、さらに、
フェリペ 2 世（在位 1556～98 年）治世下の 1570 年には、ナワトル語をヌエ
バ・エスパーニャ先住民の公用語として認める王令も出されている15)。 
このように、無文字社会とされる世界の諸地域に比して、メソアメリカの
先住民文書、とりわけアルファベット表記のナワトル語文書の量は抜きんで
ている。アルファベット表記の文書によるスペイン的な「文書至上主義」の
結果として膨大な文書の山が築かれたことは、ナワトル語を一つの大きな軸
としてメソアメリカの社会が文書に基づいたリテラシーを元来有していたた
めという側面が強い。 
 
3. ナワトル語訳『イソップ寓話』の原稿と訳者 
 
 ナワトル語訳『イソップ寓話（Fábulas de Esopo）』16) の手稿の存在が最初に
「発見」されたのは 19 世紀中葉のことであった。それは、メキシコ大学図書
館に保管されていたもので、この時、ホセ・フェルナンド・ラミーレスがナ
ワトル語を解する人物に写本作成を依頼していたことがわかっている。その
後、この手稿は、同大学図書館の蔵書約 1 万冊が 1862 年にメキシコ国立図書
館へ移された際、いったんは消失したかと思われたが、1880 年にホセ・マリ
ア・ビヒルが再発見し、現在も同国立図書館に所蔵されている。第 11 回アメ
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リカニスタ国際会議がメキシコで開かれるに際し、アントニオ・ペニャフィ
エルがこのイソップ寓話を 1895 年に初めて出版した17)。 
 
 
図 7： メキシコ国立図書館手稿『イソップ寓話』の最初のページ 
 
 
表 1： メキシコ国立図書館手稿（Biblioteca Nacional, Ms. 1628bis）の内容 
1. メシコの歌（Cantares mexicanos） 
2. メシコの暦（Kalendario mexicano） 
3. メシコ人〔メシーカ人〕の占い術（Arte Divinatoria de los mexicanos） 
4. メシコ語〔ナワトル語〕での聖体拝領の手本（Ejemplos de la Sagrada Eucaristía en 
mexicano） 
5. かの「聖ナルモノ」についての説教（Un sermón sobre aquello de “estote sancti”）
6. 死の覚え書き（Memoria de la muerte） 
7. 聖バルトロマイの人生（Vida de San Bartolomé） 
8. イソップ寓話（Fábulas de Esopo） 
9. イエス受難の物語（Historia de la pasión） 
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この国立図書館の手稿の表紙には目次が付されており、その内容は表 1 の
通りである18)。 
 他方、この手稿に由来すると思われる写本がフランス国立図書館にあり、
さらにはカリフォルニア大学に別の手稿が存在するが、これまでの研究はい
ずれもメキシコ国立図書館手稿のテキストに依拠しており、本稿もこれを踏
襲する。 
 その後、1903 年に部分的仏訳、1935 年に一部の西訳が出版された。1950
年代～70 年代にかけては、ゲルト・クッチャーが独訳とその出版を試みたが
公刊には至らず、テキスト全体の校訂と翻訳は長らく出版されなかった。1987
年、ゴードン・ブラザストンとギュンター・フォルマーがナワトル語原文に
独語と英語の対訳をつけて出版し、現在までのところ、これが最もまとまっ
た研究成果と言える19)。ただし、同書は現在では入手も難しく、その後、ナ
ワトル語版イソップ寓話に関する研究はほとんど進んでいない。 
 ナワトル語訳の訳者については、これまで二つの仮説が出されているが、
はっきりしたことは分かっていない。1895 年の版を出版した際、ペニャフィ
エルは、このイソップ寓話のナワトル語訳とフランシスコ会士ベルナル
ディーノ・デ・サアグン（Bernardino de Sahagún）との関連を示唆していた20)。
おそらくはこれを受けて、20 世紀のナワトル語文献研究に大きく貢献したマ
リア・アンヘル・ガリバイ・キンタナは、1953～54 年に公刊された大著『ナ
ワトル文学史』において、その訳者はサアグンであったという説を唱えた。
この研究者は、サアグンを訳者とする仮説の裏づけとして、1) 『メシコの歌』
などサアグンの著作と一緒に『イソップ寓話』の原稿が残されていること、
2) 『イソップ寓話』の手稿の筆跡が『メシコの歌』と同じ人物のものである
こと、3)「サアグンの作風である」ことの三点を挙げている21)。 
サアグン22) は 1499 年頃、スペインのレオン地方に生まれサラマンカ大学
で学んだフランシスコ会士である。1529 年にヌエバ・エスパーニャへ渡り、
トラテロルコのサンタ・クルス学院での教育や各地での伝道に携わったほか、
『ヌエバ・エスパーニャ総覧（Historia general de las cosas de la Nueva España）』
を編んだことで知られる。サアグンはトラテロルコにおける優秀な教え子た
ちから得た情報のほか、テペプルコなどで先住民情報の収集を行い、アステ
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カの社会・文化に関する膨大な情報をこの作品にまとめた。1569 年には全 12
書からなるナワトル語版が完成し、1577 年にはその対訳となるスペイン語版
を完成させた23)。その編集過程のものや一部分を書き改めたものも含め、サ
アグンは実に多くの文書を残している。1524 年にフランシスコ会士とアステ
カ神官の間で交わされた対話を文章化したとされる『対話集（Colloquios y 
doctrina christiana）』、生前の唯一の出版物である『メシコ語讃美歌集
（Psalmodia christiana）』、先住民成人のキリスト教育を目的として編纂され
たと考えられる『注釈（Postilla）』や『日々の実践（Exercicio quotidiano）』の
ように、キリスト教布教に関わる様々な著作をサアグンは著した24)。これら
先住民に対するキリスト教教育的な著作をサアグンが残していることからす
れば、確かにサアグンやその周辺の修道士がナワトル語のイソップ寓話を先
住民に広めるべく翻訳したと想像できなくもない。だが、仮にそうであった
としても、ナワトル語に堪能な先住民の関係者がいた可能性を否定すること
はできない。 
 このサアグン訳者説に対し、ブラザストンは先住民訳者の可能性を示唆し
ている25)。だが、これも推測に過ぎず、実際のところは手稿の由来がはっき
りしないため、正確なことは分からない。 
いずれにせよ、これまでのところ、同時代にこれらイソップ寓話の翻訳が
出版された形跡は認められず、現存するのは 17 世紀初頭と思われる字体の手
稿である。なおかつ現存する複数の手稿には作者（もしくは訳者・写本作成
者）の名前の記載がなく、日付も記されていない。したがって、現時点では、
17 世紀前半以前の翻訳であり、訳者は不明であるというのが正確であろう。
その上で、フォルマーが述べているように、おそらくは、当時、この翻訳が
手稿という形で流通しており、それゆえ、複数の手稿／写本が現代に伝わっ
たと推測することができる26)。 
 
4. ナワトル語訳『イソップ寓話』の内容 
 
 ナワトル語訳『イソップ寓話』の手稿には 47 の寓話が収められている。こ
れは、一般的なイソップ寓話の書物に比べ、分量としては決して多くない。
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ベン・エドウィン・ペリーに従えば、ギリシア語で伝えられた「イソップに
関する、もしくはイソップの名を負う文学伝統と密接に結びついた、一連の
テキスト」は 471 編あり、さらにラテン語のテキストも含めると 725 編に及
ぶ27)。したがって、ナワトル語に翻訳された寓話の数は、これらの膨大な数
字と比べるとほんの一握りに過ぎない。 
 ペリーがまとめたもののうち、ギリシア語の 471 編を訳した中務哲郎の邦
訳には、他の底本との対照表が挙げられている28)。この対照表に合わせる形
でナワトル語訳の寓話の対照を示したのが、表 2 の中央の欄である。 
 
表 2： イソップ寓話対照表 
 ペリー編『アエソピカ』 
（中務訳・岩波文庫版） 
ナワトル語訳 
『イソップ寓話』＊註 1 
天草版『エソポのハブラス』 
（1593 年）＊註 2 
1 鷲と狐   
2 鷲と黒丸烏と羊飼  下 29. 鷲と烏の事 
3 鷲とセンチコガネ   
4 ナイチンゲールと鷹   
5 借金のあるアテナイ人   
6 山羊飼と野生の山羊   
7 ネコのお医者と鶏   
8 造船所のイソップ   
9 井戸の中の狐と山羊 1. 山羊とコヨーテ 下 30. 狐と野牛の事 
10 ライオンを見た狐 2. コヨーテとジャガー  
11 笛を吹く漁師   
12 狐と豹   
13 石を曳き上げた漁師  下 26. 漁人の事 
14 家柄を競う狐と猿   
15 狐と葡萄   
16 猫と鶏   
17 尻尾のない狐 3. コヨーテたち  
18 漁師と鰊   
19 狐と茨   
20 狐と鰐 4. 鰐とコヨーテ  
21 漁師と鮪 9. 漁師  
22 狐と木樵  上 22. パストルと狼の事 
23 鶏と山鶉 5. 雌鶏とペルディス（山鶉）という鳥  
24 腹のふくれた狐  下 24. 狐と鼬の事 
25 翡翠   
26 水を打つ漁師   
27 狐とモルモーの面 6. コヨーテ  
28 食わせ者   
29 炭屋と洗濯屋 7. 炭焼と洗濯屋 下 5. 炭焼と洗濯人の事 
30 遭難者とアテナ女神   
31 ロマンス・グレーと二人の愛人   
32 人殺し   
33 法螺吹 8. 守られなかった約束  
34 出来ないことを約束する男   
35 人間とサテュロス   
36 罰あたり   
37 目の見えぬ人   
38 農夫と狼   
39 燕と鳥たち  上 11. 燕と諸鳥の事 
40 天文学者   
41 仔羊をあやす狐と犬   
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42 農夫と息子たち 13. 農夫と息子たち  
43 水を探す蛙 10. 蛙  
44 王様を欲しがる蛙  上 12. イソポ、アテナスの人々に述
べたる譬の事 
45 牛と車軸   
46 北風と太陽   
47 内臓を吐く子供   
48 ナイチンゲールと蝙蝠   
49 仔牛を盗まれた牛飼とライオン   
50 鼬とアプロディテ   
51 農夫と蛇   
52 農夫と犬 14. 犬たちとその主人 下 38. パストルの事 
53 兄弟喧嘩する農夫の息子  下 31. 百姓とこどもの事 
54 蝸牛   
55 女主人と召使  下 1. 鶏と下女の事 
56 女魔法使   
57 老婆と医者 12. 目の悪い老婆  
58 女と雌鶏 15. 寡婦とその雌鶏  
59 鼬と鑢  下 22. 蝮蛇と小刀の事 
60 老人と死神 11. 老人と死 下 44. 老人の事 
61 農夫と運の女神   
62 海豚と沙魚   
63 弁論家デマデス   
64 犬に咬まれた男 16. 犬に咬まれた男  
65 旅人と熊  下 2. 二にんの知音の事 
66 少年と肉屋 17. 少年たちと料理人  
67 旅人と斧  下14. 二にん同道してゆく事 
68 敵同士 18. 敵同士  
69 隣同士の蛙   
70 樫と葦  下 3. 棕梠と竹の事 
71 金のライオンを見つけた臆病者   
72 養蜂家  下 17. 蜜造りの事 
73 海豚と猿   
74 水辺の鹿  上 20. 鹿の事 
75 片目の鹿 42. 山の鹿 下 34. 片眼な鹿の事 
76 鹿と洞穴のライオン   
77 鹿と葡萄 43. 山の雌鹿と葡萄の木 下 35. 鹿と葡萄の事 
78 船旅をする人々   
79 猫と鼠 19. 猫と鼠たち  
80 蠅   
81 王に選ばれた猿と狐   
82 驢馬と雄鶏とライオン  下 16. 驢馬と獅子の事 
83 踊る猿と駱駝   
84 二匹のセンチコガネ   
85 仔豚と羊   
86 ミルテの繁みの鶫   
87 金の卵を生む鵞鳥   
88 ヘルメスと彫刻家   
89 ヘルメスとテイレシアス   
90 蝮と水蛇   
91 じゃれつく驢馬と主人  上 9. 狗兒(ゑのこ)と馬の事 
92 二匹の犬   
93 蝮と鑢   
94 父親と二人娘   
95 男と悪妻   
96 蝮と狐   
97 仔山羊と笛を吹く狼  下 15. 野牛とおほかめの事 
98 屋根の上の仔山羊と狼   
99 神像売り   
100 ゼウス、プロメテウス、アテナとモー
モス 
  
101 黒丸烏と鳥たち   
102 ヘルメスと大地の女神   
103 ヘルメスと職人   
104 ゼウスとアポロン   
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105 人間の寿命   
106 ゼウスと亀   
107 ゼウスと狐   
108 ゼウスと人間   
109 ゼウスと羞恥心   
110 英雄   
111 ヘラクレスとプルトス   
112 蟻とセンチコガネ   
113 鮪と海豚   
114 野辺送りする医者 20. 医者と病人  
115 鳥刺と蝮 21. 鳥を捕る者と蛇  
116 蟹と狐   
117 角を欲しがる駱駝   
118 海狸（ビーバー）   
119 野菜に水をやる庭師   
120 庭師と犬   
121 竪琴弾きの歌手   
122 泥棒と雄鶏   
123 黒丸烏と烏  上 15. 孔雀と烏の事 
124 烏と狐  上 8. 烏と狐の事 
125 嘴細烏と烏   
126 黒丸烏と狐   
127 嘴細烏と犬   
128 烏と蛇   
129 黒丸烏と鳩  下 18. 烏と鳩の事 
130 胃袋と足  上 21. 腹と四肢六根の事 
131 逃げた黒丸烏   
132 ライオンを追う犬   
133 肉を運ぶ犬  上 3. 犬が肉を銜んだ事 
134 眠る犬と狼 23. 犬と狼  
135 腹をすかせた犬   
136 犬と兎   
137 蚊と牛   
138 兎と蛙 37. 野兎たちと蛙たち  
139 鷗と鳶   
140 恋するライオン   
141 ライオンと蛙 25. ジャガーと蛙  
142 老いたライオンと狐  下 45. 獅子と狐の事 
143 ライオンと牛   
144 閉じこめられたライオンと農夫   
145 ライオンと海豚   
146 鼠に怯えたライオン   
147 ライオンと熊 27. ジャガーと狼 下 10. 獅子王と熊との事 
148 ライオンと兎   
149 ライオンと驢馬と狐 26. ジャガーとアスノ（驢馬）とコ
ヨーテ 
 
150 ライオンと鼠の恩返し  上 10. 獅子と鼠の事 
151 一緒に狩をするライオンと驢馬 44. アスノ（驢馬）とレオン獣（ライ
オン） 
 
152 追剥と桑の木   
153 狼と羊   
154 狼と馬   
155 狼と仔羊  上 1. 狼と羊の譬の事 
156 狼と鷺  上 5. 鶴と狼の事 
157 狼と山羊   
158 狼と老婆  下40. 狼とこをもつた女の事 
159 狼と羊   
160 怪我をした狼と羊   
161 占い師 28. 占い師  
162 子供と烏   
163 蜜蜂とゼウス   
164 托鉢僧   
165 鼠と鼬   
166 蟻   
167 蠅   
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168 遭難者と海   
169 放蕩息子と燕   
170 病人と医者 31. 病人と医者 下 6. 病者と薬師の事 
171 蝙蝠と茨と水薙鳥 30. 蝙蝠と茨と燕  
172 蝙蝠と鼬  上 19. 鳥とけだものの事 
173 木樵とヘルメス   
174 旅人と運の女神   
175 旅人とプラタナス   
176 旅人と蝮   
177 旅人と薪   
178 旅人とヘルメス   
179 驢馬と庭師 32. アスノ（驢馬）と野菜作りをする者  
180 塩を運ぶ驢馬   
181 驢馬と騾馬  下 13. 馬と騾馬との事 
182 神像を運ぶ驢馬   
183 野生の驢馬と飼われた驢馬   
184 驢馬と蟬   
185 ゼウスに訴える驢馬   
186 驢馬と驢馬追い   
187 狼のお医者  上 17. 獅子と馬の事 
188 ライオンの皮を被った驢馬  下 12. 騾馬と狐の事 
189 驢馬と蛙   
190 驢馬と烏と狼   
191 驢馬と狐とライオン  下 39. 驢馬と狐の事 
192 雌鶏と燕   
193 猟師と雲雀 33. 鳥を捕る者と鶫  
194 猟師と鸛   
195 駱駝のお目見え   
196 蛇と蟹  下 36. 蟹と蛇の事 
197 蛇と鼬と鼠   
198 踏まれた蛇とゼウス   
199 子供と蠍   
200 盗みをする子と母親 34. 少年とその母 下 8. 母と子の事 
201 喉の渇いた鳩   
202 鳩と嘴細烏   
203 猿と漁師   
204 金持と皮鞣し屋   
205 金持と泣女   
206 羊飼と犬   
207 羊飼と海 35. 羊飼と海 下 4. 大海と野人の事 
208 羊飼と羊   
209 羊飼と狼の仔   
210 羊飼の悪戯  下 28. 童部の羊を飼うた事 
211 水浴びをする子供   
212 毛を刈られる羊   
213 柘榴と林檎と茨   
214 土竜   
214a 土竜   
215 雀蜂と山鶉と農夫   
216 雀蜂と蛇   
217 牡牛と野生の山羊   
218 猿の子供   
219 孔雀と黒丸烏 36. ケツァル鳥と鸚鵡 下 32. 尾長鳥と孔雀の事 
220 駱駝と象と猿   
221 ゼウスと蛇   
222 豚と犬   
223 産の軽さを競う豚と犬   
224 猪と狐   
225 守銭奴 39. 欲深い者 下 11. 貪欲なものの事 
226 亀と兎   
227 燕と蛇   
228 鵞鳥と鶴 40. 鳩たちと家鴨たち  
229 燕と嘴細烏   
230 亀と鷲 41. 亀と鷲 下 25. 亀と鷲の事 
（上 7. 鷲と蝸牛の事） 
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231 蚤と運動選手   
232 マイアンドロス河畔の狐   
233 白鳥と飼主   
234 狼と羊飼   
235 蟻と鳩 29. 蟻と鳩 上 25. 鳩と蟻の事 
236 旅人と烏   
237 驢馬を買う男   
238 猟師と鳩   
239 ホルコス   
240 プロメテウスと人間   
241 蟬と狐   
242 ハイエナと狐   
243 ハイエナ   
244 鸚鵡と鼬   
245 臆病者と烏   
246 呑んだくれと女房  下 37. 女人と大酒を飲む夫の事 
247 旅をするディオゲネス   
248 ディオゲネスと禿頭   
249 踊る駱駝   
250 榛   
251 雲雀   
252 犬と鶏と狐 24. 犬と雄鶏 下 9. 鶏と犬の事 
253 犬と巻貝   
254 犬と肉屋 22. 犬と料理人  
255 蚊とライオン  下 19. 蠅と獅子王の事 
256 兎と狐   
257 ライオンと狐   
258 病気のライオンと狼と狐 46. レオン獣（ライオン）と狼 上 24. 狼と狐の事 
259 ライオンとプロメテウスと象   
260 自惚れ狼とライオン   
261 狼と仔羊   
262 木々とオリーブ   
263 驢馬と騾馬   
264 一緒に旅をする驢馬と犬   
265 猟師と山鶉   
266 振分け袋   
267 羊飼と犬の中で育てられた狼 45. 羊飼とコヨーテ  
268 蚯蚓と蛇   
269 猪と馬と猟師   
270 壁と杭   
271 冬と春   
272 蚤と人間   
273 蚤と牛   
274 善と悪   
275 羽根を毟られた鷲   
276 射られた鷲   
277 ナイチンゲールと燕   
278 アテナイ人とテーバイ人   
279 山羊と驢馬   
280 山羊と山羊飼   
281 タナグラの雄鶏   
282 漁師と魚   
283 火を運ぶ狐   
284 一緒に旅をする人間とライオン   
285 神像を叩き潰した男   
286 蜘蛛と守宮   
287 アラブ人と駱駝   
288 熊と狐   
289 蛙のお医者   
290 牛と肉屋   
291 牛追とヘラクレス   
292 耕作する牛と驢馬   
293 捕まった鼬   
294 鶴と孔雀   
295 鍬をなくした農夫   
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296 農夫と助けられた鷲   
297 農夫と鶴   
298 農夫と椋鳥   
299 農夫と木   
300 仔牛と畠牛   
301 婢とアプロディテ   
302 樫の木とゼウス  下 23. 山と杣びとの事 
303 木樵と松   
304 樅と茨   
305 病気の鹿   
306 ヘルメスと蟻に咬まれた男   
307 ヘルメスと石工   
308 ヘルメス柱像と犬   
309 ヘルメスの車とアラブ人   
310 閹人と占い師   
311 ゼウスと動物と人間   
312 ゼウスと善の甕   
313 ゼウスの裁き   
314 太陽と蛙   
315 騾馬   
316 ヘラクレスとアテナ   
317 藪医者   
318 老馬   
319 馬と馬丁   
320 馬と兵士   
321 川を渡る駱駝   
322 蟹と母親   
323 烏とヘルメス   
324 病気の烏   
325 雲雀と農夫   
326 臆病な猟師   
327 海幸山幸   
328 宴会に招かれた犬   
329 猟犬   
330 犬と主人   
331 犬と兎   
332 鈴をつけた犬   
333 兎と狐   
334 ライオンの治世   
335 ライオンと鷲   
336 ライオンと狐と鹿   
337 ライオンと狐と猿   
338 ライオンと猪   
339 ライオンと野生の驢馬  上4. 獅子と犬と狼と豹との事 
340 ライオンと射手   
341 狂えるライオンと仔鹿   
342 狼と犬の和解   
343 狼と犬の戦争   
344 ライオンの中の狼   
345 罠の側の狼と狐   
346 狼と肥えた犬   
347 狼とライオン   
348 狼の将軍と驢馬   
349 ランプ   
350 愛人と亭主   
351 仔牛と鹿  下 33. 鹿と子の事 
352 田舎の鼠と町の鼠  上 6. 鼠の事 
353 鼠と牛   
354 鼠と鍛冶屋   
355 旅人と真実の女神   
356 羊と犬   
357 馬を羨む驢馬 38. アスノ（驢馬）とカワロ（馬）  
358 ライオンの皮を被った驢馬  （下 12. 騾馬と狐の事） 
359 ふざける驢馬   
360 茨を食べる驢馬   
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361 猟師と山鶉と鶏   
362 蛇の尻尾と体   
363 子供と絵のライオン   
364 母猿とゼウス   
365 狼を閉じ込めそうになった羊飼   
366 狼を育てる羊飼   
367 戦争と傲慢   
368 川と牛皮   
369 薔薇と葉鶏頭   
370 喇叭兵  下 7. 陣頭の貝吹きの事 
371 蜥蜴と蛇   
372 三頭の牛とライオン   
373 蟬と蟻  上 23. 蟬と蟻の事 
374 山羊と葡萄   
375 禿頭の騎手   
376 自分を膨らませる蟾蜍   
377 燕の自慢と嘴細烏   
378 二つの壺   
379 娘に恋をした男   
380 心を放り出した男   
381 年老いた農夫と驢馬   
382 デルポイ人の先祖   
383 二つの道   
384 鼠と蛙   
385 夢   
386 愚かな娘   
387 螽蟖(ｷﾘｷﾞﾘｽ)を捕る男   
388 寡婦と農夫   
389 鳥を招待する猫   
390 嘴細烏と水差   
391 船主と船乗   
392 病気の驢馬と狼のお医者   
393 エチオピア人 47. 黒人  
394 ライオンの子分の狐   
395 蛇と鷲   
396 鳶と白鳥   
397 鳥刺と蟬   
398 烏と白鳥   
399 鵞鳥の身代わりになりかけた白鳥   
400 蜜蜂と羊飼   
401 仔馬   
402 猟師と馬乗り   
403 猟師と犬  （下 20. 盗人と犬の事） 
404 猟師と狼   
405 キュクロプス   
406 ライオンの皮を裂く犬   
407 狼を追う犬   
408 井戸の中の兎と狐   
409 檻のライオンと狐   
410 若者と老女   
411 野生の驢馬と家の驢馬   
412 川と海   
413 無花果とオリーブ   
414 牡牛と母ライオンと猪   
415 犬と鍛冶屋   
416 熊と狐とライオンの狩   
417 狼教師と鶏   
418 駝鳥   
419 泥棒と宿屋の主人   
420 二人の間男   
421 船乗と息子   
422 鷲は人間であった   
423 イソップと牡犬   
424 コリントス人に語るイソップ   
425 漁師と蛸   
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426 狐と鶴   
427 狐と針鼠   
428 シュバリスの男   
429 波を数える男   
430 人類の創造   
431 人間の饒舌さ   
432 アポロンとムーサイとドリュアデス   
433 アプロディテと商人   
434 鷲に乗った鷦鷯(みそさざい)   
435 黒い鼬   
436 キュベレの祭司とライオン   
437 梟と鳥たち   
438 シュバリスの女   
439 月桂樹とオリーブ   
440 逃亡奴隷   
441 祭日と後の祭   
442 赤面の起源   
443 青鷺と鵟   
444 人間世界のエロース   
445 快と苦   
446 郭公と小鳥   
447 父親を埋葬する雲雀   
448 犬の音楽家   
449 犬の家   
450 ライオンと兎   
451 羊の皮を着た狼   
452 狼と驢馬の裁き   
453 狼と羊飼   
454 鼠と牡蠣   
455 モーモスとアプロディテ   
456 愚か者と篩   
457 若者と暴れ馬   
458 驢馬とカラカラ蛇   
459 驢馬の覗き   
460 驢馬の蔭   
461 目と口   
462 悲嘆の持前   
463 猿の踊り子   
464 猿の町造り   
465 羊飼と肉屋   
466 ポロスとペニアー   
467 サテュロスと火   
468 月と母親   
469 ライオンに欺かれた牛   
470 蟬   
471 虱と農夫   
*註 1：ナワトル語訳の各寓話のタイトルの中でスペイン語の単語の部分はそのままカタカナ表記し、（ ）内に意味を示した。 
*註 2：ローマ字で記された天草版の各寓話の題目表記は、『天草本 伊曾保物語』（新村出翻字、岩波文庫、1939 年）に従っ
た。なお、中務の対照表（中務哲郎訳『イソップ寓話集』、岩波文庫、1999 年）に記載のものを本表に挙げたが、すべ
ての寓話の対照が記されているわけではない。 
 
 表を一瞥すると分かるように、寓話の主役となる動物の「土着化」が目立
つ。1.～4.をはじめ多くの寓話で「狐」は「コヨーテ（coyotl）」となり、25.
～27.などに見られるように、「ライオン」はしばしば「ジャガー（miztli 
tecuani）」になっている。現在、グアテマラのシンボルとして国章に描かれ、
通貨名ともなっている「ケツァル鳥（quetzaltototl，和名はカザリキヌバネド
リ）」が登場する（36.）のも、実にメソアメリカ的である。 
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また、表題では外来の動物名を挙げていても、実際の語りの中ではその動
物の実体が「土着化」しているという場合も認められる。例えば、24.の表題
は「犬と雄鶏（Itzcuintli ihuan oquichcuanaca）」であるが、雄鶏を指すオキチ
クアナカ（字義通りには、「トサカのある生き物」）という語は、本文中では
「鳥（totolin）」、「七面鳥（huexolotl）」とも言い換えられている29)。さらに、
別の寓話（44.）では「カスティーリャの七面鳥（castilla huexolotl）」という
表現も見られ、訳者は概ね外来の鶏と在来の七面鳥を置き換え可能と見なし
ていたと考えることができる。 
これに対して、置き換えが難しいと判断し、スペイン語の単語をそのまま
外来語として使用しているケースもある。「アスノ（asno, 驢馬）」（26., 32.な
ど）、「ペルディス（perdiz, 山鶉）」（5.）、「カワロ（caballo, 馬）」30)（38.）は
その例である。また、「レオン（león, ライオン）」という外来語も用いられて
いるが、ナワトル語の「人喰い、獣（tecuani）」を伴って、「レオン・テクア
ニ（leon tecuani）」と表されている（44., 46.）。これは、ジャガーが「ミツト
リ・テクアニ（mitztli tecuani）」と表現されるのに合わせたものであろう。 
 これら動物名以外にも、様々な概念のナワトル語への翻訳もしくはスペイ
ン語からの借用がある。今後、詳細なテキスト分析が進み、どのような概念
のもとで翻訳がなされているかが明らかになれば、ナワトル語訳に携わった
のがどのような人物であったかについても新たな議論が可能になるだろう31)。 
 
5. 日墨比較研究の可能性 
 
 ここまでナワトル語訳『イソップ寓話』が現れる前提となった歴史的背景、
およびこの翻訳の概要を見た。最後に、今後の研究の展望を示し、本稿の締
めくくりとしたい。 
西欧人によるカトリック布教が行われ、その経緯の中でイソップ寓話が翻
訳されたというのは、メキシコに限ったことではなかった。例えば、中国で
は 1625 年にフランス出身のイエズス会士（漢名、金尼閣）が『况義』と題し
たイソップ寓話の翻訳を作成している32)。 
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これに先立つことおよそ 30 年、日本で
もイソップ寓話の翻訳が出版されている。
この翻訳は、『エソポのハブラス（Esopono 
fabvlas）』と題され、1593 年（文禄 2 年）
に天草のイエズス会のコレジオ（学院）
から出版された33)。表紙（図 8）に「ラ
チン〔ラテン語〕を和して日本の口とな
すものなり」とあるように、ラテン語か
ら翻訳されたもので、主に当時の京阪地
方の談話体口語文がアルファベットで表
記されている。訳者については、前年に
出版され、『エソポのハブラス』と合冊さ
れている『平家物語』が不干ハビアンの
訳と明記されているため、この人物が訳
者という説がある。その一方で、当時、
天草にいた高井コスメを訳者とする説も
ある34)。ただし、高井コスメは外国語が
できなかったようで、別の人物（例えば宣教師）が日本語に訳したものの体
裁をこの人物が整えた可能性も考えられる。結局のところ、『エソポのハブラ
ス』の訳者について定説はないようである。 
メキシコを含むアメリカ大陸の大部分の場合とは異なり、結果として日本
は当時の西欧の政治的支配下に置かれることはなかった。それどころか、17
世紀に入ってからの禁教令および鎖国という江戸幕府の政策によって、日本
とイベリア諸国との関係は断たれることになった。とはいえ、1540 年代にポ
ルトガル人と接触して以降、その歴史的経緯においてキリスト教宣教師が積
極的な布教活動を展開した点では、世界史上、メキシコと日本におけるカト
リック布教、これに伴う西洋文化の移入は、太平洋を挟んだ両側でほぼ同じ
時期の同じ物事の流れの中で進行していた35)。実際、日本にとって最初のメ
キシコとの接触もこの時代に起こっている。1597 年の長崎における二十六聖
人の殉教（その一人だったフェリペ・デ・ヘススは、メキシコ出身者であり、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8： 天草本『エソポのハブラス』
の表紙 
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「メキシコ最初の聖人」となった）や、伊達政宗の命を受けて 1613 年の支倉
常長率いる慶長使節団（メキシコ経由でヨーロッパへ渡航）の派遣は、その
同時代性を象徴する出来事である36)。 
このように、大航海時代という同じ文脈において西欧人がカトリック布教
を拡大する中、各地で様々なキリスト教関係の翻訳がなされた。異文化間の
接触の際、両者の違いはしばしば言語という側面において表出する。米井の
言葉を借りれば、それは「言葉の争奪戦」として顕現するわけであるが37)、
ヨーロッパ文化とりわけキリスト教の諸概念をどう翻訳し、現地の言葉で表
現するかという観点からの研究で、日本とメキシコの比較はまだなされてい
ない。本稿で取り上げたイソップ寓話のナワトル語翻訳は、キリスト教教理
に関わる書物やその他の宗教的内容の史料のみならず、寓話という、より文
学的な題材においても、日本語訳とナワトル語訳の比較分析の可能性が開か
れていることを示している。 
なお、天草版『エソポのハブラス』には、イソップの生涯の話に続き 70
の寓話が収録されている。そのうち中務がまとめた対照表に記載されている
ものを表 2 の右欄に挙げた。うちナワトル語訳と日本語訳の両方が一致する
寓話は 15 編ある。この数字は決して多くはないが、ナワトル語訳のテキスト
がそもそも 47 の寓話しか収録していないことを考え合わせれば、そのおよそ
3 分の 1 というのは決して少ない数ではない。これらの寓話を比較し、ヨー
ロッパからもたらされたこれらの話がどのように各言語に翻訳され、時に土
着の概念に置き換えられていったのかについては、次の課題としたい。 
 
＊本稿は、人文科学研究所共同研究「物語と社会」（代表：井上幸孝、2009～2011
年度）の研究成果の一部である。 
 
 
（図版出典） 
図 1： 筆者作成。 
図 2： 井上幸孝「アステカ社会における環境利用と自然観―湖の開発、水と山の儀礼
―」 坂井正人・鈴木紀・松本栄次編『ラテンアメリカ（朝倉世界地理講座―大地と
人間の物語―14）』、朝倉書店、74 頁。 
図 3： 筆者撮影（1998 年）。 
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図 4： Rene Acuña (ed.), Relaciones geográficas del siglo XVI: Tlaxcala (tomo primero), 
México, UNAM, 1984, Cuadro 8. 
図 5： Fray Andrés de Olmos, Arte de la lengua mexicana, Madrid, Instituto de Cooperación 
Iberoamericana, 1993. 
図 6： Horacio Carochi, Arte de la lengua mexicana, con la declaración de los adverbios 
della, México, UNAM, 1983. 
図 7： Gordon Brotherston and Günter Vollmer, Aesop in Mexico: Die Fabeln des Aesop in 
aztekischer Sprache/A 16th Century Aztec Version of Aesop’s Fables, Berlin, Gebr. Mann 
Verlag, 1987, p. 214. 
図 8： 福島邦道（解説）『天草版 イソポ物語 大英図書館本影印』、勉誠社、1976 年、
1 頁。 
 
（註）  
1) ナワトル語はユト=アステカ語族に属するアメリカ大陸の先住民語である。現在、メキシ
コでは 150 万人程度の話者がいるとされ、メキシコ教育省の下部機関である国立先住民言
語研究所（INALI, Instituto Nacional de Lenguas Indígenas）の分類によれば、現在のナワトル
語のヴァリエーション（方言）は 30 種に及ぶ（http://www.inali.gob.mx/pdf/CLIN_completo.pdf，
2012 年 12 月 25 日参照）。なお、本稿でナワトル語という場合には、メキシコ盆地とその近
郊（いわゆるアステカ王国の中心部）でヨーロッパ人到来時に話されていた古典ナワトル
語（náhuatl clásico）、もしくは接触初期のナワトル語を主に指すものとする。 
2) 字義通りには「三所の統治」を意味し、複数の史料の記述から、これら三都市によ
る支配以前の同地域、あるいは同時代の他地域にも同様の三都市支配構造があったこ
とが知られている。西洋語では「三都市同盟（Triple Alianza, Triple Alliance）」と呼ばれ
る場合もある。 
3) 拙稿「メキシコ史における先住民概念についての一考察―征服と植民地時代の事例
から―」、『専修人文論集』第 83 号、2008 年、 84～87 頁。 
4) ナワトル語を話す民族の総称で、テノチティトランのメシーカ人やテツココ周辺の
アコルワ人はナワ人の一部であった。 
5) 国立先住民言語研究所（INALI）の 2008 年のデータによると、先住民言語は 11 語族
に属する 69 言語が現存し、方言などの変種も含めると 364 という数字が挙げられてい
る（http://www.inali.gob.mx/pdf/CLIN_completo.pdf，2012 年 12 月 25 日参照）。 
6) オアシスアメリカ、アリドアメリカ（アリダメリカ）はメソアメリカの北側に位置
する文化圏で、農耕定住を基盤とするメソアメリカに対し、半農耕もしくは狩猟採集
により生活する人々が居住していた。 
7) José María Kobayashi, La educación como conquista (empresa franciscana en México), 
México, El Colegio de México, 1985, p. 135; Robert Ricard, La conquista espiritual de México. 
Ensayo sobre el apostolado y los métodos misioneros de las órdenes mendicants en la Nueva 
España, de 1523-1524 a 1572, trad. de Ángel María Garibay Kintana, México, FCE, 1986, pp. 
77-82. 
8) とはいえ、スペイン人が先住民を一方的に変容させる「魂の征服」でなく、キリス
ト教側の要素の「文化適応」という側面があったことも近年では指摘されている。Jaime 
Lara, Christian Texts for Aztecs: Art and Liturgy in Colonial Mexico, Notre Dame, Indiana, 
University of Notre Dame Press, 2008. 
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9) Georges Baudot, Utopía e historia en México. Los primeros cronistas de la civilización 
mexicana (1520-1569), Madrid, Espasa-Calpe, 1983, p. 72; Kobayashi, op. cit., pp. 167-168; 
Ricard, op. cit., p. 321. 
10) 残る 10 名は、フランシスコ・デ・ソト（Francisco de Soto）、マルティン・デ・ラ・
コルーニャ（Martín de la Coruña o de Jesús）、フアン・フアレス（Juan Juárez o Suárez）、
アントニオ・デ・シウダー・ロドリーゴ（Antonio de Ciudad Rodrigo）、ガルシーア・デ・
シスネーロス（García de Cisneros）、ルイス・デ・フエンサリーダ（Luis de Fuensalida）、
フアン・デ・リーバス（Juan de Ribas）、フランシスコ・ヒメネス（Francisco Jiménez）、
アンドレス・デ・コルドバ（Andrés de Córdoba）、フアン・デ・パロス（Juan de Palos）
であった。 
11) Ricard, op. cit., pp. 85-86. 
12) Andrés de Olmos, Arte de la lengua mexicana y vocabulario, ed. de René Acuña, México, 
UNAM, 1985; Fray Alonso de Molina, Vocabulario en lengua castellana y mexicana y 
mexicana y castellana, edición facsímile, México, Porrúa, 1970; Horacio Carochi, Grammar of 
the Mexican Language with an Explanation of its Adverbs (1645), edited by James Lockhart, 
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